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今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す
る
資
料
の

中
か
ら
豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

書し
ょ

状じ
ょ
う（

福
原
隆
史
氏
蔵「
福ふ
く

原わ
ら

文も
ん

書じ
ょ

」・
当
館
寄
託
）を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
書
状
は
、 

天て
ん

正
し
ょ
う

十
八
年（
一
五
九
〇
）五

月
二
十
九
日
に
豊
臣
秀
吉（
一
五
三
七
～
九
八
）

が
徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す（
一
五
四
三
～
一
六
一
六
）の
家
臣

で
あ
っ
た
本ほ
ん

多だ

忠た
だ

勝か
つ（
一
五
四
八
～
一
六
一
〇
）・

鳥と
り

居い

元も
と

忠た
だ（

一
五
三
九
～
一
六
〇
〇
）・
平ひ
ら

岩い
わ

親ち
か

吉よ
し

（
一
五
四
二
～
一
六
一
二
）の
三
人
に
宛
て
た
朱し
ゅ

印い
ん

状じ
ょ
うで

す
。
朱し
ゅ

印い
ん

状じ
ょ
うと

は
、
戦
国
大
名
や
江
戸
時
代

の
将
軍
が
花か

押お
う（

文
章
の
末
尾
な
ど
に
書
く
自じ

署し
ょ

の
一
種
）の
代
わ
り
に
朱
印
を
押
し
て
発
行
し
た

公こ
う

文ぶ
ん

書し
ょ

の
こ
と
で
す
。

　

内
容
は
、
小
田
原
城
攻
め
の
際
、
秀
吉
が
本
多
・

鳥
居
・
平
岩
の
三
人
の
武
将
に
北
条
方
の
支
城
で

あ
っ
た
鉢は
ち

形が
た

城じ
ょ
うの
攻
略
を
指
示
し
、
そ
の
戦
い
の

様
子
を
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
た
も
の
で
す
。
約

一
ヶ
月
に
及
ぶ
篭ろ
う

城
じ
ょ
う

戦せ
ん

の
末
、
城
主
北ほ
う

条
じ
ょ
う

氏う
じ

邦く
に

（
一
五
四
一
～
九
七
）は
城
兵
の
助
命
を
条
件
に
、

六
月
十
四
日
に
開
城
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

［
釈
文
］

急き
っ

度と

被
お
お
せ

仰
つ
か
わ

遣さ
れ

候
そ
う
ろ
う、

鉢は
ち

形が
た 

面め
ん

へ
押お
し

詰つ
め

、
陣じ
ん

取ど
り

候
そ
う
ろ
う

哉や

、
四し

五ご

日に
ち

之の

間
あ
い
だ

其そ
の

表お
も
て
の

儀ぎ

菟と

角か
く

注
ち
ゅ
う

進し
ん

無こ
れ

之な
く

候
そ
う
ろ
う

之の

条じ
ょ
う、
為
き
こ
し
可め

被さ
る

聞べ
き

召た
め
に、

被ご

成し
ゅ

遣
い
ん
を

御な
し

朱
つ
か
わ

印さ
れ

候
そ
う
ろ
う、
様よ
う

子す

委い

細さ
い

可ご
ん

言
じ
ょ
う
す

上べ
く

候
そ
う
ろ
う

也な
り

、

　
（
天
正
十
八
年
）
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つ
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じ
ゅ
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九く

日に
ち　

㊞
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臣
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吉
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本ほ
ん
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中な
か

務
つ
か
さ

少
し
ょ
う

輔ゆ
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と
の
へ

　
　
　
　
（
鳥
居
元
忠
）

　
　
　
　

鳥と
り

井い

彦ひ
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右う

衛え

門
も
ん
の

尉じ
ょ
うと
の
へ

　
　
　
　
（
平
岩
親
吉
）

　
　
　
　

平ひ
ら

岩い
わ

七し
ち

助す
け

と
の
へ

［
現
代
語
訳
］

必
ず
命
じ
ま
す
。（
敵
方
を
）鉢
形
方
面（
埼
玉

県
大
里
郡
寄
居
町
）へ
追
い
込
ん
で
、
陣
地
を

構
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
四
五
日
の
間
、
そ

の
方
面
の
状
況
に
つ
い
て
、
と
も
す
れ
ば
注

進
が
な
い
の
で
、
状
況
を
聞
く
た
め
に
朱
印

状
を
遣
わ
し
ま
す
。
様
子
を
詳
し
く
言
上
す

べ
き
で
す
。

　

五
月
二
十
九
日　

㊞

　
　
　
　

本
多
中
務
少
輔
と
の
へ

　
　
　
　

鳥
居
彦
右
衛
門
尉
と
の
へ

　
　
　
　

平
岩
七
助
と
の
へ

豊臣秀吉書状（福原隆史氏蔵・当館寄託）

　

二
ツ
室
塚
古
墳
は
、
湯
津
上
地
区
の
那

珂
川
右
岸
段
丘
上
、「
な
す
風
土
記
も
の

が
た
り
⑤
」で
ご
紹
介
し
た
、
観
音
塚
古

墳
の
す
ぐ
傍
に
あ
る
、
全
長
四
六
・
五
ｍ

の
前
方
後
円
墳
で
す
。
杉
林
に
覆
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、
す
ぐ
脇
を
通
る
道
路
か
ら
、

古
墳
の
形
を
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

二
ツ
室
塚
古
墳
に
は
、
前
方
部
に
も
後

円
部
に
も
横
穴
式
石
室
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
こ
の
古
墳
の
造
り
方
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
径
約
二
二
ｍ
の
円
墳
が

造
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
や
や
時
を
経
て

か
ら
、
円
墳
に
接
続
す
る
よ
う
に
方
形
の

盛
土
を
築
き
、
前
方
部
を「
増
築
」し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

後
円
部
石
室
は
盗
掘
さ
れ
て
お
り
、
鉄

鏃
が
若
干
出
土
し
た
だ
け
で
す
が
、
前

方
部
石
室
か
ら
は
、
内う
ち
ぞ
り
か
た
な

反
刀
・
直ち
ょ
く
と
う刀

・

刀と
う
す子

・
鉄て
つ

鏃ぞ
く

な
ど
、
多
く
の
鉄
製
品
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
出
土
資
料
や
石
室
の
造

り
方
か
ら
、
後
円
部
は
六
世
紀
末
、
前
方

部
は
七
世
紀
初
頭
に
造
ら
れ
た
と
言
わ
れ

ま
す
。

　

二
ツ
室
塚
古
墳
か
ら
は
、
埴
輪
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
隣
接
す
る

六
世
紀
半
ば
の
観
音
塚
古
墳
に
は
、
埴
輪

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
那
須
地
域
で

は
、
六
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
、
古

墳
に
埴
輪
が
並
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

な
お
、
五
〇
ｍ
級
の
前
方
後
円
墳
と
も

言
わ
れ
る
侍
塚
古
墳
群
１
号
墳（
な
す
風

土
記
も
の
が
た
り
⑥
）は
、
埴
輪
が
出
土

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二

ツ
室
塚
古
墳
の
六
世
紀
末
よ
り
も
早
い
段

階
、
六
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館
で

は
、
二
ツ
室
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
資
料

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
同
古
墳
の
所
在
を

示
し
た
地
図
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

二ツ室塚古墳出土の内反刀・直刀・刀子・鉄鏃
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天文館だより
ふれあいの丘

http://www.fureai-tenmonkan.jp/
（28）3254

　ふれあいの丘では、アカ
ヤシオやサクラなどの花々
が次々と咲き、春を演出し
ています。そんな中、耳を
すますと「ミツバチ」の羽音
が聞こえます。
　働きバチが、一生懸命に
花粉や花蜜を集める季節になりました。
　自然観察館では、昨年度好評だった企画展「がんばれ
ミツバチ！」～ハチの世界を学ぼう～を開催していま
す。ミツバチと人間は紀元前から関わってきたといわれ
ていますが、そんな身近なミツバチの世界を、玉川大学
名誉教授 松

まつ

香
か

光夫先生・同大学元昆虫学研究室副手 下
鳥大作氏のご指導・ご協力をいただきながら紹介しま
す。ミツバチは身近ですが、意外と知らない驚くような
ミツバチの社会があります。ミツバチを通して「ハチの
世界」をのぞいてみましょう。

自然観察館だより
ふれあいの丘 （28）3251　　http://kansatukan.jp/

■巣作りをするミツバチが見られる！
　通常、ハチは巣や巣箱などの中で生活するので、外
からは見えません。「ミツバチの家」は、前面が透明の
アクリル板、裏側は透明のビニールパイプを通して、外
界とつながっているために、働きバチが、花粉を運ん
できたり、巣づくりをする様子を見ることができます。
一生懸命に働くハチ、休憩をしている働きバチなど不思
議な「ハチの社会」を観察してください。

■長い歴史の「ミツバチと人間の関わり」
　６０００年前のスペインの洞窟には、女性がミツバチ
と採る壁画が残され、日本でも養蜂の記録が日本書紀
にあり、平安時代にはハチミツが食べられていました。
明治 10 年に、管理しやすいセイヨウミツバチが輸入さ
れ、それまで続けられてきたニホンミツバチを用いた養
蜂から近代的な養蜂へと発展しました。

【初心者天文講座】
『小型望遠鏡操作体験』参加者募集！

●日 時…５月 23 日（土）　午後７時 30 分～９時 30 分　
●場 所…ふれあいの丘天文館
●内 容…小型望遠鏡の基本的な操作を学びます。望遠

鏡を自ら操作しながら、月・金星・木星・星雲・星
団を観望します。（当日の天候により内容を一部変更
する事があります）

●対 象…一般（中学生以下は保護者同伴）。小学４年生
が理解できる内容。（小学３年生でも参加は可能）

●定 員…15 名先着順（定員になり次第締め切り）
●参加費…小中学生 1 名 100 円、大人 1 名 300 円　　　　
●申込方法…５月８日（金）から、電話でふれあいの丘

天文館までお申し込みください。　

★ミツバチ発見！ ･･･ 写真を送ってください！★
　春は最もミツバチが活躍する季節です。きっと
皆さんの周りにも飛んでいます。
携帯電話やデジタルカメラ
でミツバチの姿を撮影し、
下記のアドレスに送ってく
ださい。展示場特設コーナ
ーで紹介します。お名前も
ご連絡してください。
　募集期間は７月 12 日（日）までです。
　mitubachi@kansatukan.jp

【携帯写真週間】
　　☆★☆　携帯電話で月の写真を撮ろう！　☆★☆　　　
●日 時…５月 26 日（火）～ 29 日（金）の第７回、第８回

の観望時に開催。（雨天曇天時は中止）　　　　
●場 所…ふれあいの丘天文館
●内 容…通常の観望でも撮ることはできますが、お客

さんが多い場合はご遠慮いただいています。携帯写
真週間は完全予約制で確実に時間をとることができ
ます。望遠鏡を覗いて見える月のクレーターを、お
持ちになった携帯電話やスマートフォンのカメラで
手軽に撮影していただくイベントです。どうぞ、お
気軽にご参加ください。（携帯電話の種類によっては
撮れないこともあります）

●対 象…一般（中学生以下は保護者同伴）
●定 員…各回 20 名先着順（定員になり次第締め切り）　　　
●参加費…小中学生１名 100 円、大人１名 300 円
●申込期間…５月８日（金）から、電話でふれあいの丘

天文館までお申し込みください。

　日没後の西の空には、宵の明星・
金星がマイナス４等で輝き、さら
に高い位置には、木星がマイナス
２等前後の明るさで輝いていま
す。これから 7 月にかけて木星と
金星は近づいていきます。21 日か
ら 24 日にかけて、金星と木星の
近くを月が移動していきます。

ミツバチの家（昨年）
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大田原図書館から
のお知らせ

那須野が原ハーモニーホール http://www.nasu-hh.com/（24）0880　　

チケット発売情報　Ticket sale Information 参加者・受講生募集！

※いずれの公演も未就学児はご入場できません。

■ふるさとの音楽家シリーズ vol.11
那須野が原の夏コンサート
和楽器で楽しむ日本のひびき＆楽器体験
日時…８月８日（土）　午後２時開演　 会場…交流ホール
チケット…全席自由　大人　1,000 円（友の会 900 円）
　　　　　　　　　　学生　   500 円（大学生以下）
♪友の会優先予約：５月７日（木）午前９時～電話のみ
♪一　般　発　売：５月９日（土）

■能楽とオルガンの調べ
日時…９月 12 日（土）　午後２時開演  　会場…大ホール
チケット…全席指定　Ｓ席 2,000 円（友の会 1,800 円）
　　　　　　　　　　Ａ席 1,000 円（友の会 900 円）
　　　　小・中学生　Ｓ席 1,000 円　Ａ席　500 円
♪友の会優先予約：５月 28 日（木）午前９時～電話のみ
♪一　般　発　売：５月 30 日（土）

■第 11 回ハーモニーホール展　新規出品者募集！
日時…平成 28 年１月 16 日（土）～１月 24 日（日）（９日間）　
部門…≪平面部門≫日本画・洋画・版画・書（篆刻を含む）・

工芸・染色など
　≪立体部門≫彫刻・工芸・立体
対象…高校生以上で栃木県内に在住・在勤・在学の方
費用…1,000 円
出品点数…１人１点
出品作品…2013 年（平成 25 年）以降に制作したもので、
　栃木県内で未発表の作品
申込書類…事務室、またはホームページにて配布
申込期間…５月１日（金）～８月 31 日（月）

　大田原図書館／湯津上図書館
　５月 15 日（金）、５月 18 日（月）、６月１日（月）
　黒羽図書館
　５月 15 日（金）、５月 25 日（月）、６月８日（月）

■休館日のお知らせ

【黒羽図書館２階視聴覚室】

日時…６月 14 日（日）　午前 11 時～ 11 時 45 分
内容…絵本読み聞かせ・紙しばいなど

■コアラおはなし会
【大田原図書館おはなしコーナー】

日時…５月 17 日（日）、６月７日（日）　午後２時～３時　　　　　　　　　　　　　
内容…絵本の読み聞かせ・紙しばい・工作など

■ピノキオおはなし会

日時…６月 14 日（日）午後２時～３時
内容…ブックトーク・紙しばい・工作など

■子どものつどい

　こんにちは。大田ワラオです。
皆さんはゴールデンウィークの
予定はお決まりですか？
レジャーを満喫するもよし、お
家でまったり過ごすもよし、楽
しみ方は様々ですね。
僕も、最近新調したスニーカー
を履いて出かけてみようかな、
と思っています。

大田原図書館　　(23)4560　通年 9:00 ～ 19:00
黒羽図書館　　　(59)0855　平日 9:30 ～ 18:30　土日祝 9:30 ～ 17:30
湯津上図書室　　(98)7037　平日 9:00 ～ 17:00　土日祝 9:00 ～ 17:00
※休館日は生活カレンダーをご覧ください

■第 22 回マラソン・コンサート
日時…８月 21 日（金）・22 日（土）　　会場…大ホール
対象…小学校４年生以上できちんとした演奏のできる方。
　グループでの合奏は５人まで。
曲目…１人１曲（ソナタや組曲などは１つの楽章・曲）
楽器…ピアノはスタインウェイを使用。（※ 22 日はベー

ゼンドルファーも使用。）電気の使用や準備などに時間
のかかる楽器は不可。

参加費…200 円
申込期間…６月１日（月）～ 15 日（月）
■合唱フェスティバル
日時…９月６日（日）午後２時開演　　会場…大ホール
対象…那須塩原市・大田原市で活動する合唱団
参加費…3,000 円
申込期間…６月 15 日（月）～ 30 日（火）

■第 20 回記念原野展～那須野が原の作家たちは今～
期間…６月６日（土）～ 14 日（日）
時間…午前９時～午後５時
会場…第１・２ギャラリー
入場料…200 円（大学生以下無料）
出展…39 名（予定）	

■ゆうやけこやけの会
日時…５月 27 日（水）午後４時～４時 30 分
内容…絵本の読み聞かせ・紙しばい・工作など

■【緊急告知、開催決定！！】　セキスイハイム presents
辻井伸行、井上道義＆アンサンブル金沢

《悲しみのモーツァルト》
日時…９月 20 日（日）　午後３時開演  　会場…大ホール
チケット…全席指定  Ｓ席 10,000 円　 Ａ席 8,000 円
　　　　　　　　　  Ｂ席 6,000 円（友の会割引  各 500 円）
その他…チケットは友の会家族会員も含め、１回のお申

込みにつきお一人様４枚まで。
♪友の会優先予約：５月 28 日（木）午前９時～電話のみ
♪一　般　発　売：５月 30 日（土）午前 10 時～

■アート体験教室
　【写仏 飛天を描く】（線描と彩色）
日時…６月 13 日（土）　午後１時 30 分～３時 30 分
会場…交流ホール
講師…佐藤孝義（日本画）
対象…高校生以上
定員…先着 25 名（５月１日（金）から受付開始）
参加費…500 円

■大田原図書館新ホームページのお知らせ
３月 25 日より大田原市立図書館のホームページアドレス
が新しくなりました！

http://www.lib-ohtawara.jp/
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